ＰＤＧＡルール２０１１年度変更点概要
①８００＆８０３．１１：ドロップゾーン
　トーナメントディレクターは長い投げおろしのホール等においてロストディスクに対するドロップゾーンを設置することができる。これは長い投げおろしのホール等においてティースローを投げて前進した後にロストディスクだと判定された時に、長い時間をかけてティーエリアまで戻り再スローをしてプレーの進行に障害が起きないようにするためである。
②８０３．１３：ホールアウト
　以下はホールアウト（ゴールイン）とは見なされない。
①籠の外側の縁にディスクがぶら下がっている状態
②ゴールの上部の鎖保持部分にディスクがぶら下がっている状態
③籠の縁の上にバランスをとってディスクが静止している状態
④ゴール上部（天井部分）やバスケットの横・下を通過して入ったことが明確にパーティー内もしくは大会オフィシャルによって確認された場合。
⑤籠の横や下の部分にディスクが挟まっている場合で、籠の外側からディスクが来て嵌ったことが、パーティー内もしくは大会オフィシャルによって明確に確認された場合。（誰も見ていない状況、すなわちディスクが外から来て嵌ったのか、正規に入った後に嵌ったのか明確に確認されない場合はゴールイン＝ホールアウトと判定する）
③８０３．０６：再スローのオプション（以前のアンプレアブル　ライ）
　プレーヤーはペナルティーを科せられる状況になった時、例えば、OＢ、マンダトリー不通過、２ｍルール（適用時）、ロストディスク　等、1ペナルティーで再スローをオプションで選択することができる。例えばマンダトリー不通過の場合、再スロー、ドロップゾーンからのスロー、いずれを選択しても良い。
　また、アンプレアブルの時、従来は再スローかプレーライン上５ｍ以内の地点からスロー、のどちらかを選ぶことが出来たが、新しいルールでは５ｍ以内は廃止され、再スロー
のみとなる。（スタンス・助走路内の非恒久的障害物を避ける時のみ５ｍ以内のルールは残っている）
新しいルールでは「アンプレアブル」という表現は削除。
④８０３．０１Ｃ：暫定スロー
暫定スローは、ペナルティーを科せられたオプション（選択肢がある場合）の再スローとして採用することは出来ない（ただし、再スローが必然の場合は採用することができる）。例えば以下のような例である。ルールに迷った時や時間の節約になると判断された時、またアイランドホールのローカルルールでＯＢ時に再スローが必然の場合、等の時は暫定スローを再スローとして採用できる。しかし、暫定スローを宣言した後に、最初のスローの結果が、再スローと他のスローいずれか選択出来るケースと判明した場合、暫定スローを再スローとして採用することは出来ない。つまり、最初のスローの結果と暫定スローの結果の良し悪しでどちらかを選ぶことは出来ない。この場合再スローをしたい場合は暫定スローを採用せず、もう一度投げなければならない。例えば大きなアイランドルール（アイランドに入らないと必ず再スローになる）ホールで最初のスローがＯＢぎりぎりだったので暫定スローをしたところとても良いスローとなった。前進してみたところ最初のスローはアイランドエリアには入っていたが、ゴールから遠くて投げにくい位置で２ｍルールのＯＢ（適用時）になっていたとする。この場合、２ｍOBの位置からのスローと再スローのどちらかを選ぶことが出来るが、暫定スローはアイランドに入ったかどうかのスローなのでそれを２ｍOBの再スローとして選ぶことは出来ない。再スローを選ぶならばもう一度戻ってスローしなければならない。この場合暫定スローはカウントされない。
⑤８０３．０５：障害物及び救済措置
重要な変更は以下の内容である。プレーヤーはスタンスや助走に影響する非恒久的障害物以外は、コース上のいかなるものも動かすことが出来ない。スタンスや助走に影響する場合は他の人（プレーヤーや観客を含む）、その人の所有物（傘、ゴルフバッグ、椅子　等）は移動の要求が許される。非恒久的障害物とは、落ち葉、瓦礫、折れた枝、自動車、昆虫や動物、プレーヤーの用具、人間、ラウンド前にトーナメントディレクターにより指定された仮設物や区域等であり、それらは、もし、スタンスや助走に影響する場合は、その一部が、ライより前方にあっても移動することができる。（従来のルールではスタンスや助走に関係無い場合でも移動できる場合があった）

水たまりや蜂の巣、等、障害物が移動できない場合は、以下の選択肢がある。
①ノーペナルティーでプレーライン上の後方５ｍ以内の地点からプレーする。

②①も不可と思われた場合は１ペナルティーを科してさらに２つの選択肢がある。１つ目はプレーライン上の後方（５ｍ以上、どこまで遠くまで行っても良い）からプレーする。２つ目は８０３．０６＝再スローのオプションを選択し、元のスロー（障害物の側に落ちたスロー）を投げた地点からプレーする。
⑥８０３：０８：プレー地表面の上・下方向にあるディスク

この条項には新たに「プレー地表面の下方にあるディスク」への対処法が追加された。例えばセーフエリアの橋の下のプレーできないぐらいの狭い隙間にディスクが入ってしまった場合等である。このような場合は垂直に真上に投影してディスクが橋の上にあると仮定して、通常通りにマーキングを行いノーペナルティーでプレーを続けることができる。しかし、橋の下からプレー可能な場合は橋の上にマーキングしてプレーしてはならない。プレーできるか出来ないかはパーティー内で判断する。もし、上方向（この場合は橋）の場所がＯＢに指定されていた場合は通常のＯＢ扱いとしてプレーを続ける。
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